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【要約】  

 アタッチメントの重要性が子どもをめぐる多方面で注目されているが、こうした親子関係

や子育てに関する心理教育は当事者である養育者にこそ親子の生活に根差した日常の場で

届けられる意義が大きい。そこで、射水市の地域子育て支援センターにて、アタッチメント

理論を踏まえて開発された心理教育プログラム「安心感の輪」子育てプログラム（COS-P）

を 2 つのグループに実施した。参加者は 0 歳児を持つ母親 14 名（第 1 子 11 名、第 2 子 3

名）であった。第 1 子の母たちの参加動機は「子育てがわからないから不安、だから学びた

い、安心したい」だった。第 1 回受講後には、わが子の動きに「安心感の輪」が見えるよう

になり、いかに子どもが養育者を求めているかに気付きいとしさが増した。第 2 回受講後に

は、「気持ちにゆとりが持てる」ようになり、「子どもが求めているのはシンプルに気持ちに

寄り添うこと」、「子どもの気持ちを大切に寄り添っていきたい」と変化が見られた。  

 

キーワード 「安心感の輪」子育てプログラム COS-P アタッチメント  

地域子育て支援センター 心理教育  

 

問題 

2019 年 12 月、出生数が 90 万人を割り、予想

を超える勢いで少子化と人口減少が進んでいると

発表された（厚生労働省、2019）。その一方で、

子どもたちをめぐる問題は深刻さを増している。

児童相談所での子どもの虐待相談対応件数は過去

最多を更新し 159, 850件、重なる虐待死亡事例を

受けて 2019 年 6 月児童福祉法及び子どもの虐待

防止法に体罰禁止がようやく盛り込まれた。また、

文部科学省（2019）の調査によると 2018 年度子

どもへのわいせつ行為やセクハラにより処分され

た教員は 282人と過去最多となった。子どもの安

全と安心を最も守るべき場所（家庭、学校）にい

る大人が安全でないという事態は早急に解決すべ

き問題である。私たち大人はもっと真剣に子ども

たちの安全と安心を考えていかなければならない。 

そのような中で、アタッチメントの重要性が医

療、保健、心理、保育など子どもをめぐる多方面

において注目されている。児童精神科医であった

Bowlby（1969）が提唱したアタッチメント理論
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は、Ainsworth、Main らを始めとする数多くの実

証研究に裏付けられて発展した社会情動発達理論

であるが、臨床的には子ども虐待が発生する過程

の研究の中で、アタッチメント障害が重要視され

るようになってきた経過がある（井上、2013a）。

杉山（2013）は「子ども虐待とはアタッチメント

障害と慢性のトラウマ」であると述べており、虐

待を受けた子どもたちへのケアは、安定したアタ

ッチメントの再形成とトラウマへの治療が不可欠

となる。小児期の逆境体験と、成人後の身体疾患、

精神疾患発症との間には明らかな科学的な因果関

係があることが ACE 研究（逆境的小児期体験研

究）により実証されている（ナカザワ,D.J.、2015；

ケイン,K.L.＆テレ―ル,S.J.、2019）。虐待、ネグ

レクトを始めとする乳幼児期の逆境はその後の人

生に大いに負の影響を与え、その回復のための治

療に向けられるエネルギーは人的にも経済的にも

膨大なものとなる。虐待は発生を予防する時代に

入っており（井上、2013b）虐待やマルトリート

メントと呼ばれる段階になる前に安定したアタッ

チメントを築けるよう養育者を支援することが不

可欠だといえる。 

一方、幼児教育保育の分野でもアタッチメント

が注目されている。ノーベル経済学賞を受賞した

J,Heckman により幼児期の「非認知能力」の獲得

こそが将来の成功につながる重要な能力であるこ

とが明らかにされた（ヘックマン,J.J.、2015）。

それに続く OECD（2015）の調査によると、「非

認知能力」＝「社会情動的スキル」とは目標の達

成、他者との協働、情動の制御であり、それらは

認知能力獲得以前の乳幼児期にこそまず育まれる

必要があるという。そして「非認知能力」の礎こ

そがアタッチメントなのである（遠藤、2017）。 

世界的に乳幼児期の教育・保育の重要性が見直

され、「非認知能力」への注目が高まる流れの中で

日本でも保育所保育指針が 2017 年改訂され、保

育士養成課程での乳児保育、子育て支援の援助技

術の習得の充実が図られた。最新のアタッチメン

ト研究においては養育者のみならず、幼児は複数

の重要な他者との間にアタッチメントを形成する

と言われており、保育者が子どもたちの安全・安

心の源になることは重要なことであるが、加えて、

保育者には、子どもが最も求めている養育者との

間に安定したアタッチメント関係が形成されるよ

う援助していくことも重要な責務とみなされよう。 

このように、乳幼児期に養育者との間で形成さ

れる安全感、安心感という安定したアタッチメン

トがその後の心身の健康、対人関係や情動コント

ロールの基礎となり、そうした社会情動的な発達

がその後の認知発達に大きく影響を及ぼし人生の

成功や幸福を左右することがわかってきた。 

ところで、これほど重要な親子関係における知

識がどれほど当事者である親を始めとする養育者

に伝わっているのだろうか。安定したアタッチメ

ントを形成することは、虐待のハイリスク群への

特別なケアのみならず、すべての子どもたちに、

すべての養育者に届けられるべき基本的な子育て

知識であり技術なのではないだろうか。 

子育て中の養育者に養育技術を教えるペアレン

ティングプログラムは米国を中心に多数開発され

ており、効果検証されて有効性が実証されている

ものの中で日本に取り入れられてきているものも

複数ある（ECLKC,2020）。その中で、アタッチ

メント理論を踏まえて開発されたものが the 

Circle of Security Program (以下、COS)(Powell, 

Cooper, Hoffman,&Marvin,2009)である。しかし

ながらCOSは「習得や実施におけるコストが高

い」ことや心理治療と心理教育の両方の面を持っ

ていることから、対象者が限られるが、COSの心

理教育の面はすべての養育者に向けて「アタッチ

メント理論をわかりやすく伝えるのに役立つ」と

いう臨床実感から、「心理教育的要素を中心とした
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全 8回のCOS Parenting Program(Cooper, 

Hoffman,& Powell,2010）が開発された（北川、

2013）。日本では、「安心感の輪」子育てプログラ

ム（以下COS-P）として 2013 年に北川らにより

紹介された。心理教育の中心は、アタッチメント

欲求と探索欲求の輪を行き来するシンプルでわか

りやすい図を用いてアタッチメント理論を養育者

に伝えることである。2013年、北川らにより翻訳

されたマニュアルとDVD 教材を使った第 1回

COS-Pファシリテーター養成講座が開催された。

第 1筆者はこれを受講しファシリテーター資格を

取得し、京都府内の子育て支援拠点等での実施を

行ってきたが、こうした養育者の身近にある子育

て支援拠点でのCOS-P実践の報告はあまり見ら

れない（子育ての文化研究所、2014；多川、2018）。

このような「子どもを主体とした行動の観察」と

「子どもと養育者の同調」を基本としたアプロー

チ（井上、2013a）で親子の安定したアタッチメ

ント形成支援と子どもの感情調節に焦点を当てた

COS-Pが、初めての子どもを持つ養育者が気軽に

日常的に子育ての手助けを得られる場所で提供さ

れることの意義は大きいと考える。 

さて、養育者の身近な子育て支援の場として発

展してきたのが、地域子育て支援拠点である。 少

子化や核家族化の進行、地域のつながりの希薄化、

自分の生まれ育った地域以外での子育ての増加、

などの要因により、子育てが孤立化し、子育ての

不安感や負担感が増加する状況はなかなか快方に

向かわない。そうした養育者たちのために、1990

年代から主に保育所に併設されてきた「地域子育

て支援センター」と草の根的運動から発展した「つ

どいの広場」の両事業を 2007 年に再編・統合し

て誕生したのが「地域子育て支援拠点事業」であ

る。その後 2012年の「子ども・子育て関連 3法」

での再編、2013,2014 年と発展的に再編が続いて

いる。年々その数は増加し、全国 7431か所（2018）

で実施されている。厚生労働省（2020）の地域子

育て支援拠点事業実施要綱によれば、4 つの基本

事業として、①子育て親子の交流の場の提供と交

流の促進、②子育て等に関する相談、援助の実施、

③地域の子育て関連情報の提供、④子育て及び子

育て支援に関する講習等を行うこととなっている。 

富山県では、80か所の地域子育て支援拠点が実

施されており、0 歳～4 歳人口千人あたりでみる

と 2.2 か所と全国で 9 番目に多い。その中でも射

水市には、9 か所の子育て支援センターがある。

半数以上が地域の保育園、子ども園の中に設置さ

れ、身近な場所で気軽に利用できるようになって

いる。射水市全体では、2018年度の統計で、0,1,2

歳児の約54%が保育園に入園している状況があり、

子育て支援センターの利用は、保育園入園前の 0,1

歳児とその養育者の利用ニーズが高いと推測され

る。実際、第 2 筆者の勤務する射水おおぞら保育

園子育て支援センターの 2018 年度の利用者数を

みてみると、1867組 4036人で、子どもの年齢別

では、0 歳が 42.9%、1 歳が 35.5%、2 歳以上が

19.6%と利用者の多くが 0,1 歳の子どもと養育者

となっている。  

子育て支援センターの現場では、子育て中の養

育者同士の交流や、ベビーマッサージなどその時

期ならではの親子の活動を楽しみに利用する養育

者が多い。一方、一人ひとりの養育者の話を聴く

と、「話をしない赤ちゃんに、どう接したらいいの

か。」、「家で仕事もしているが、どの程度子どもに

関わっていないと子どもによくないのか。」など、

基本的な関わり方に疑問や不安を感じている養育

者も少なくない。川崎市（2017）が実施した子育

てに関するアンケートでは、子育て中の養育者の

約半数が、自分の子育てに、「自信がない」（12.4%）、

「どちらかといえば自信がない」（38.1%）と回答

している。また、香川県で子育て支援センターを

利用している母親を対象にした研究（野口他、
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2015）では、「子どもの育て方に疑問をもつ」、「子

どもをうまく育てられない」などの育児ストレス

の項目への回答が親としての自己効力感に関連が

あることを指摘している。特に一人目の育児中の

母親は二人以上育てている母親よりもストレスを

感じやすい傾向がみられる。これらの結果からも、

育児に不安を抱えながら育児をしている母親が多

いことが分かる。 

武田（六角）（2016）は、地域子育て支援拠点

を「親子の生活に根差した日常の場ゆえ、親にと

っては専門機関に比べると抵抗なく利用できる場

所である」と同時に、支援者にとっては「親子の

実際のやりとりの様子がよく見えるため、気にな

る親子に対して予防的な取り組みを行うには最適

な場所と言える」と述べている。さらに「親準備

性が育たないまま親になるケースが多い現状を考

慮すると、子どもや育児について、集団で体験的

に学ぶ場を提供できると充実した支援になる」と

も指摘している。初めて子どもを持つ親たちが小

グループで日常の生活圏にある支援拠点で、アタ

ッチメントの安定を図れるように親子の関係性促

進に早期に働きかける心理教育を気軽に受けられ

ることの意義は大きいと言える。 

 

目的 

そこで本稿では、(1)射水市の子育て支援センタ

ーにて 0 歳児の養育者を対象に実施した COS-P

プログラムの実施報告、および(2)参加した養育者

の発言記録とアンケートから読み取れるプログラ

ム成果と今後の課題を整理することを目的とする。 

 

倫理的配慮 

プログラム実施に当たり、調査協力の依頼を口

頭で行った。個人が特定されることはなくプライ

バシーは保護されること、参加は自由意志である

こと、結果は当紀要にて公開されることを説明し、

口頭での同意を得た。アンケ―ト実施にあたり、

アンケート書面にもその旨記述し、回答をもって

同意を得た。 

 

（１）COS-Pプログラムの実施報告 

①対象  

射水おおぞら保育園子育て支援センターを利用

する養育者 14名。1期参加者 9名、2期参加者 5

名。対象者の属性は図 1～図 3の通りである。 

 

図 1 参加者の年代 

 

図 2 子どもの出生順 

 

図 3 子どもの月齢 
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②実施時期 

1期 2019年 9月 20日、27 日 

2期 2019年 11月 1日、8 日 

 

③参加者募集方法 

参加募集は支援センターだより、ちらしの配布、

および HP にて広報し募集を行った。募集は支援

センター職員である第 2 筆者が行った。センター

だよりとちらしの例は図 4，5 の通りである。 

 

図 4 センターだよりの例 

 

図 5 ちらしの例 

④プログラム内容 

1 期、2期ともに表 1，2のようなプログラム構

成とした。本来の COS-P プログラムは 8 回で構

成されているが、対象者や実施の条件によってプ

ログラムを短縮して使用することが可能となって

いる。初めての試みであり、赤ちゃんと一緒に参

加する現実的な負担を考えたとき、養育者にも赤

ちゃんにも無理なく参加できる学習機会を 2 回と

設定した。アタッチメントの心理教育として第１

回目には、「安心感の輪」の基本の動きを理解でき

ることを目標に、第 2回目は感情への「寄り添い」

と、養育者自身の安心感の必要性について理解で

きることを目標にプログラムを構成した。プログ

ラムの時間は１時間、母子同室で、カーペットを

敷き真ん中に赤ちゃんが自由に遊べるようなおも

ちゃを用意し、参加者は車座になって座ってもら

った。母から離れて遊ぶ姿、何かあればすぐに戻

ってくる姿を目の当たりに見ることができるよう

な配置とした。 

プログラムの進行はファシリテーター資格を持

つ第 1筆者が、記録を第 2筆者が担当した。両日

とも、DVD を使い、参加者同士のペアワークや発

言を聞き合う時間を取り、お互いに交流が進み学

び合えるような雰囲気づくりを心がけた。第 1 回

は、自己紹介のアイスブレイクで和んだところで、

参加動機を交流した後、アタッチメント欲求と探

索欲求についてシンプルでわかりやすく図示され

た「安心感の輪」の図を資料とし、DVD を見なが

ら、理解を深めた。何よりも、初めての場に来て

最初は母にくっついていた赤ちゃんたちが徐々に

離れておもちゃに向かう様子、お友達に興味を広

げて顔を触ろうとする様子、大人に止められると

泣いてぐずって母を求める様子など、「安心感の輪」

を行ったり来たりする様子を目の当たりにできる

ので、母たちもわが子の動きを見ながら、これま

で見えていなかった輪の動きが見えるようになっ

 
２０１９年１１月発行 

℡ (0766)-51-6262 

開設時間 9:00～16:00 

朝晩冷え込むようになってきました。晴れた日には

公園に行って、お子さんとどんぐりや落ち葉を集め

て、一緒に秋を感じてみるのも楽しいですね。 

さて、今年は例年より早くインフルエンザのニュー

スを耳にします。手洗いやうがいをするなどして、予

防していきましょう。 

今月も楽しい行事を計画しています。みなさんのご

利用をお待ちしています。 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                 

 

１日（金） ・リズムあそび（10:30～） 

・『安心感の輪』子育てｸﾞﾙｰﾌﾟ① 

（14:30～15:30）※要予約 

５日（火） おやつ作り＆誕生会 

 『簡単りんごのクッキー』 

６日（水） お話ア・ラ・カルト 

７日（木） ベビーマッサージ＆発育測定 

８日（金） ・リズムあそび（10:30～） 

・『安心感の輪』子育てｸﾞﾙｰﾌﾟ② 

（14:30～15:30）※要予約 

19 日（火） 離乳食の試食会 

『好き嫌い、どうする？』 

20 日（水） プレママプレパパ体験 

9:30～受付開始、10:00～開始 

21 日（木） ・お話ア・ラ・カルト（10:30～） 

・みんなでランチ！（11:00～） 

22 日（金） リズムあそび 

【お知らせ】 

☆ 行事は AM10:30～始まります。 

☆ ベビーマッサージの持ち物：バスタオル 

☆ おやつ作りは参加費 100 円が必要です。 

  持ち物：エプロン、三角巾 

 

  

             

              

 

 

 

『安心感の輪』子育てグループを行ないまし

た！ 

富山短期大学の嶋野先生を講師にお迎えし

て、子どもと養育者との間の愛着や『安心感

の輪』などについて 2回シリーズで学びまし

た。 

 今回は、0歳の赤ちゃんと保護者、11組が

参加しました。プログラムを実施している間

にも、子どもたちがお母さんを安心の基地と

して活発に探索したり、困った時にはお母さ

んを求めて戻ってきたりする姿がたびたび見

られました。『安心感の輪』って、こういうこ

となんだな、とその意味や大切さを実感しな

がら学ぶ事ができました。 

 参加したお母さんからは、 

「輪をきちんと作れるよう 

に、子どもの気持ちをもっ 

と考えていきたい」、「寄り 

添うこと、共感してあげる 

ことを大切にしていきたい」、 

「子どもにより大好きと伝 

えたくなった」などといっ 

た感想が聞かれました。 

第２回『安心感の輪』子育てグループ 

0 歳のお子さんをもつ保護者を対象に子育て

のプログラムを 2 回シリーズで行います。ＤＶ

Ｄを見ながらグループで親子のきずなを深める

「ほどよい」子育てについて学びます。 

日時：１回目 11月１日（金）14:30～15:30 

    2 回目 11月８日（金）14:30～15:30 

講師：富山短期大学 嶋野先生 

申し込み：予約制（10組）直接、子育て支援セ

ンターに申し込みに来てください。 

第３回 プレママプレパパ体験 

 妊婦さんとそのご家族を対象とした体験

会です。実際に赤ちゃんの抱っこやおむつ

替えなどをします。また先輩ママ達や看護

師（助産師）、保育士と赤ちゃんとの生活

や産後に気をつけたいことなどを気軽に話

し合って、赤ちゃんとの生活に役立てても

らう会です。 

  日時：11月 20日（水） 

午前１０時～ 
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ていった。第１回が終了した後の１週間に家庭で

子どもの様子をよく観察して、輪の動きを見つけ

てくることを観察宿題とした。 

2 回目の最初には、自分が見つけた子どもの動

きと、安心感の輪の動きと関連付けた観察報告が

聞かれた。第 2 回の学習の中心は子どもへの感情

調整であり、COS-Pでは「寄り添い」としてわか

りやすい図とともに映像を交えて伝える。快感情

も不快感情もいずれも大切な感情であり、寄り添

ってもらうことで赤ちゃんはどの感情も扱える、

自分で納めることができる、必ずどんな強い感情

が来ても落ち着くことができる、自分では無理な

ときは誰かが助けてくるということを前言語的に、

身体レベルで学んでいく。この養育者と子の相互

作用は子ども自身が後の人生で感情を自分で調整

する能力を獲得する基礎になる。「外からの調整、

つまり他者に調整を頼っていた子どもが、自己調

整の能力を発達させ、内なる調整をできるように

なっていくことが初期発達の最も重要な段階であ

る」と Schore(2001)は述べている。その他に、第

2 回では養育者自身が安心に支えられる必要があ

るということを「大きな手」のモデルで示し、子

育ては一人で抱えずたくさんの支えの手を持つこ

とを示した。また、子どもからある特定の感情を

向けられたときに養育者自身が陥る落ち着かない

感情を「シャーク・ミュージック」と名付けて映

像や BGM の比喩で心理教育を行い、セルフケア

の方法をいくつか共有した。2 回目の最後にアン

ケート記入を行った。 

 

（２）参加養育者の発言記録とアンケートからの 

分析 

①参加養育者の発言記録の分析 

方法 

 第 1 回の「プログラムへの参加動機」と第 2

回の「子どもの輪の動きを観察した報告」の記録 

表 1 第 1回目のプログラム構成 

 

 

表 2 第 2 回目のプログラム構成 

 

 

をデータとして使用した。いずれのデータも、

第 1 筆者と第 2筆者それぞれにKJ 法で分類しラ

ベルを付けた後、二人でその一致度を検討した。

相違点については再度調整し、最終的に分類を決

定した。 

結果と考察 

「プログラムへの参加動機」の分類結果は表 3

の通りである。第 1 子の子育て中の養育者の多く

が「わからず不安な子育てで安心したい」「よくわ

からないから学びたい」と言っている。武田（六

角）（2016）が言うように、親準備性のないまま

親になる現状で、初めて迎えたわが子をどう育て

ていいのか、わからず、さらにはとても不安で、

子育てについて学んで安心したい思いが強いとう

かがえる。新生児期にかなりメンタル的にしんど

第2回
出席
安心感の輪を見つけたエ
ピソード紹介
本日の学習
①基本の輪の欲求の復習
②赤ちゃんの輪の説明
③寄り添い
④母の安心感の両手
⑤シャーク・ミュージック
感想一シェアリング
アンケート記入
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い思いをした方が 2名おり、「そのようにならない

ためにも学びたい」、「自分の精神面での安定やメ

ンタルヘルスを保つ方法も学びたい」という思い

を持っていた。第 2 子の参加者には「わからない

から学びたい」という方はいなかった。一人育て

ることで得た知識、経験があるのだが、あらため

て二人の「子育てにしっかり向きあいたい」とい

う思いで参加されていた。 

また、「ほかの人の話が聞きたい」という思いを

もっており、仲間同士のつながり、同じ経験する

者同士で学び合いたい思いがあることがわかった。 

さらに、今回は保育士が 2名参加しており、「仕

事にも子育てにも役立てたい」という意欲的な参

加動機も見受けられた。 

総じて、初めての子育てで 0 歳児を抱える養育

者が、子育てがわからないで不安な毎日を過ごし

ている姿が浮かぶ。このタイミングでこの発達段

階時期に適した子育てプログラムを手近に提供す

ることの意義はやはり大きいと考える。 

 

表 3 プログラムへの参加動機の分類一覧 

 

 

次に「子どもの輪の動きを観察した報告」の分

類結果一覧が表 4である。 

 

表 4 第 1 回目終了後 1 週間での子ども観察結

果からの気づき分類一覧 

 

 

1 週間の間に子どもを観察した結果、何に気づ

き、自分自身にどのような行動の変化があったか

が報告された。 

多くの養育者が子どもの行動の随所に「安心感

の輪の動きが見える」ようになっていた。また「子

どもの行動の意味を読み取り応えられる」ように

なっており、楽しいやりとりの報告が多く聞かれ

た。こうした輪の動きや子どもの行動の意味が解

生後1ヵ月ころ、自分自身のメンタルが不安定になった。子育てで何が大切か、とともに自分の
メンタルコントロールについても学びたいと思った。

自分に余裕のないとき、特に新生児のとき大変だった。どんなふうに関わったらよいか学びたい

子育てで悩むこともある。一人目の子育てでもあり、どうしたらよいのか学びたい。

初めての育児で、手探りの状態。どれが正解なのかわからず、不安な毎日。ちょっとでも安心し
たいと思った。

どういうことが大切なのか学びたいと思った

どれだけ、またどう接したらよいのかわからないので、学びたいと思った。

一人目の子育てでよく分からないので学びたいと思った。

最近成長してきたなあと感じている。さらにこれからどのように関わっていけばよいのか学びた
いと思った。

自分は保育士。自分が仕事復帰したときに役立てることができると思うし、一人目の育児でもっ
とできることがあるのかな、と思ったから。

仕事が保育士なので、仕事でも子育てでも役立つと思ったから。

子育てでどういうことが大事か、また他のママの話もききたいと思った

初めてで、これでいいのか、と思うことがある。いろんな人の話も聞きたくて参加した。

二人目の子どもともしっかり向き合うためにはどうしたらよいかについても学びたいと思った。

子育てに少し慣れた。反面、手抜きのところも。だれている。初心に返って、この子と上の子に
接していきたいと思ったから。

他の人の話も
ききたい

親自身が大変だっ

たから何が大切か
知りたい

わからず不安
な子育て、安
心したい

よく分からな
いから、学び
たい

仕事にも子育
てにも役立て

たい

　第2子生まれ
子育てとしっか
り向きあいたい
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ると、子どもから「自分の存在が求められている

と実感」することが増していた。子どもがいかに

自分を見ているか、自分を追っていて、自分がい

ると安心して遊びだせるかが、安心感の輪の図の

中で、「安全な避難所」であり「安心の基地」とし

ての自分の存在を実感してくれたようだ。また、

安心感の輪を知ったたことで、子どもが求めたと

きに応えたら十分だとわかったので「抱っこしな

きゃと思うことが減り楽になる」という報告も聞

かれた。 

ただでさえ初めてでわからない子育ての中、赤

ちゃんが泣いたらすぐに抱っこしなきゃいけない

と思い、四六時中抱っこし続けることのストレス

は大きい。さらに言うなら、子どもが何で泣いて

いるのかさえ感じ取る暇もなく、また赤ちゃんも

自分の泣きに同調しながらなだめてもらえること

も少ないとしたら、とても重要な感情の調整を親

子の間で行うチャンスを逃してしまう危険もある。

安心感の輪を知ったことで、求めたときに受け止

め、探索欲求が出たら探索へ送り出せばいいと自

信をもって関れることは、養育者のメンタルヘル

スの上でも、親子のアタッチメント形成の上でも

非常に有効であったと思われる。 

安心感の輪の考え方を自ら夫や義姉と共有して

いる方もおられ、わずか 1 回のプログラム受講で

こうした前向きな行動変化が見られたことは参加

者の子育てへの見方の変化と自信の表れの一端で

はなかろうかと考える。 

 

②アンケート分析 

方法 

＜アンケート項目＞ 

 アタッチメント、安心感の輪についてどのくら

い知っていたか、プログラム参加前後で子どもへ

のいとしさに変化があったか、COS-Pプログラム

で役に立ったものは何かを選択してもらう項目、

および今後の子育てにどう役に立ちそうかを自由

記述してもらう項目で構成した質問紙を作成し、

第 2 回の終了後に実施した。 

＜分析方法＞ 

 選択式の項目については、人数の集計を行い図

表で整理した。 

子育てにどう役立つかの自由記述については、

①と同様の手続きで KJ 法にて最終的なカテゴリ

ー分類を行った。 

 

結果と考察 

プログラム参加前に「アタッチメントについて

どのくらい知っていたか」「安心感の輪についてど

のくらい知っていたか」を 4 択で選択してもらっ

た結果が以下の図 6，図 7である。 

 

図 6 アタッチメントを知っていたか 

 

図 7 安心感の輪について知っていたか 

0 2 4 6

聞いたことがなかった

言葉は聞いたことは

あった

言葉は知っており、ど

のようなものかを理…

言葉は知っており、ど

のようなものかを説…

アタッチメントを知ってい

たか
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アタッチメントについては聞いたことがない人

は 4 名のみで 10 名は何らかの形で知っており、

養育者の間でも知られるようになってきたものと

思われる。しかし、「安心感の輪」については今回

初めて知った人がほとんどであった。アタッチメ

ントについて養育者にわかりやすく説明するのは

難しいと言われており、それを非常にシンプルか

つわかりやすく示したのが「安心感の輪」の図で

ある。アタッチメントの中身を「説明できる」レ

ベル以上に「自分の子育てでそれを使って実践で

きる」レベルにまで短期間で心理教育できること

がこの図の強みと考えられ、今後さらに広まるこ

とが養育者と子どものために望まれる。 

次に、受講したプログラムで「今後の子育てに

役に立つと思われる知識や考え方は何か」を複数

選択で回答してもらった結果が図 8である。 

 

図 8 子育てに役立つと思われる知識や考え方 

 

「安心感の輪」の動きについてはほぼ全員が役立

つと答えており、「子どもが親を求めている」こと

も役立つと評価されている。注目したいのは、「ほ

どよい親であればいい」ということに 9 名の参加

者が役立つと答えていることである。第 1 回の冒

頭 DVD の中で、子育てで大切なことは、完璧な

子育てではなく、「ほどよい子育てであること」だ

というメッセージが流れる。ほどよさとは何割く

らい？と参加者に問うと、最も多かったのが 7 割

との回答だった。実際は 3 割でいいのだと伝える

と驚く養育者がほとんどだが、それを聞いて「気

が楽になった」「頑張りすぎなくていい」と安堵す

る養育者が多かった。はじめての子育てで肩に力

が入り頑張っているところに、「間違うことがあっ

てもいい」というメッセージとともに養育者には

とても響くものである。 

 次に、プログラム受講前と受講後で子どもに対

するいとしさに変化があったかを問い、何％から

何％に変化したかを記述していただいた。結果は

図 9 である。 

 

図 9 いとしさの変化 

 

 変化ありと答えた人が 10 名だった。もともと

がいとしさが 90％、98％、100％だったものが、

それ以上になったという人がほとんどであった。

一方の変化なしの人は「もともといとしいから変

わらずいとしい」ということで 100％が 100％と

いう記述であった。もともと愛情深くいとしく感

13

11
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7

9

6

3

0 5 10 15

安心感の輪の動き

子どもが親をとても求め

ているということ

赤ちゃんの輪の動き

親にも安心感の輪の大

きな手が必要ということ

ほどよい親であればい

いということ

シャーク・ミュージック

その他（他のママやこど

もと関われたこと、タイ

ムアウト）

役に立った知識や考え方

10
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0
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4
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8
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変化あり 変化なし

いとしい気持ちの変化
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じているわが子であるが、プログラム受講で子ど

もがいかに自分を必要としていて、求めているの

かというその行動の意味に気づき、よりいとしさ

が増したということが言えそうである。 

 最後にこのプログラム受講を今後の子育てにど

のように役立てたいかを自由記述で回答していた

だいた結果を分類した結果が表 5である。 

 

 表 5 プログラムを子育てにどう役立てたいか 

 

「子どもの気持ちを考え寄り添い、共感したい」

という回答が多かった。輪の動きと感情への寄り

添い（感情調整）という心理教育の二つの目標は

伝わったと思われる。子どもの欲求に対して敏感

に応答することを実践し、感情に寄り添っていこ 

うという養育者の言葉に、今後の養育者と子ども

の関わりの変化が期待される。 

 また、このようなプログラムに参加することの

効果として「子どもとの関わりを見直す、考える

きっかけ」になるということがあった。普段は忙

しい日常の中で立ち止まって考えるゆとりさえな

いのが第 1 子の子育てだろう。そんなときだから

こそ、自分のためにもこの時期に必要なことを学

び、仲間と語り合い、お互いにつながりを感じな

がら子育てができるようになることがまた、母親

たちの安心感につながり、それが子どもの安心感

へとつながっていく。 

先にも述べたが、ほどよい子育ては 3 割でいい

ということを聞けて、安心したという養育者が複

数いた。この「ほどよさは 3 割」というのは

Tronick(1989)の研究結果であり、この知見を伝え

ることで過剰な養育のプレッシャーから解放され

る養育者が多く見受けられると報告されている

（北川、2012；多川、2018）。このようにCOS-P

プログラムでは、提示する考え方やアタッチメン

トにまつわる様々な知識は科学的根拠に裏付けら

れており、それをわかりやすい言葉、モデルや比

喩、映像を通して、それを最も必要としている養

育者に届ける。その結果、特に初めての子育てで

わからなくて不安だらけの養育者から無用な不安

を取り去り、「気持ちにゆとりを」持って、頑張り

すぎずに、子育てを楽しんでいくことができるよ

うに援助できるものと考えられる。それは何より

も養育者が安心してゆとりをもって子育てできる

ことにつながり、養育者の安心は子どもの安心に

同調して伝わり子どもの内なる自己調整によい結

果をもたらしてくれる(Schore,2001)。 

 

総合考察 

 以上、射水市の地域子育て支援センターにおい

て初めて実施した COS-P プログラムの実施報告

および養育者の発言とアンケートの分析結果の考
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察を行ってきた。それらを踏まえ、以下では、子

育て支援センタ―における COS-P プログラム実

施の成果と今後の課題について、①養育者にとっ

て、②子育て支援センターにとっての二つの視点

から整理し、総合考察とする。 

① 養育者にとって 

今回受講した養育者たちはおそらく虐待リスク

の低い健全育成群であろうと推察する。しかし、

参加動機に見たように、第 1子の 0歳児を育てる

養育者は、子育てがわからず、不安であり、大切

なことが何かを学びたい、そして安心したいと望

んでいた。ネットで情報があふれる時代というの

も、養育者自身が何が正しいのか何を信じたらい

いのか混乱し、迷い、自信が持てない理由の一つ

かもしれない。出産前は出産にまつわることと、

赤ちゃんのお世話の仕方は両親教室で習うが、い

ざ育てるとなるとそれだけでは立ち行かないこと

にすぐに気づかされる。赤ちゃんが泣く意味も、

赤ちゃんの行動の意味も言葉を発しない乳児から

読み取るには、乳児との接触経験がない養育者に

は海図のない航海をさせられているような気持ち

になることだろう。だからこそ、今回の受講者は、

シンプルでわかりやすい「安心感の輪」の図を手

掛かりに、DVD を見て根拠に基づく解説を聞きな

がら、今学んだことと目の前のわが子たちの動き

を照らし合わせて納得し、新しい知識を吸収して

いったものと考えられよう。また同じ 0 歳児を育

てる同士、悩みも共通点が多い仲間と一緒に 2 回

連続で顔を合わせてお互いの話を聴き合えたこと

は、グループ内におけるよりリラックスした安心

できる雰囲気を高めたものと思われる。その結果、

自分の子育てを振り返り、「ただシンプルに寄り添

うことが一番大事とわかり気が楽」になり、「これ

まで以上に寄り添い」「見守り」、実践していきた

いという前向きな気持ちを持つことができたのだ

ろう。養育者が安心してゆとりをもって子どもに

関わることが子どもに伝わり、子どもの安心にな

っていくことを考えると、2 日間の受講で受講者

の不安が減り安心できるようになったことが、最

も大きな成果ではないかと考える。 

また、通い慣れていて顔見知りの先生のいる支

援センターだから気軽に参加できたものと思われ

る。子育て支援センターをはじめとする子育て支

援拠点は「日常の文脈の中で「育てる支援」（青木、

2015）と「予防的な支援」（吉田、2015）が可能

となる貴重な場である」という（武田（六角）、

2016）。その点においても、今回の取り組みは十

分に、日常の文脈の中で親子を「育てる支援」が

でき、かつ将来の問題を「予防する支援」の一端

を担えたのではないだろうか。 

今後は、継続して実施していくこと、他の拠点

にも広めていくことで多くの養育者に COS-P を

通じてアタッチメント形成の重要性を心理教育し

ていくことが課題である。 

② 子育て支援センターにとって 

今回 COS-P プログラムに参加した養育者は普

段支援センターを利用している母親たちである。

第 2 筆者は日常場面で彼女たちと接し、言葉を交

わして情報把握していたつもりであった。しかし、

今回のプログラム中の様子を観察して、子どもと

の関わり、興味をもつポイント、感想などは共通

点もあるが、一人ひとり異なる点もよく見えてき

た。同一のプログラムを受けたからこそ、その差

異が明確に見え、気付くことができたのだと考え

られる。普段の支援センターでの関わりだけでは

分からない、養育者の特性や親子の関係性を深く

理解することに役立った。子育て支援センターで

COS-Pプログラムを実施することは、養育者にと

っても有益であると同時に、センター職員にとっ

ても養育者理解、親子の関係性理解を助けること

につながり、それらの情報をもとにセンターでの

今後の養育者支援に生かすことができると考えら
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れる。支援センターでの COS-P プログラム実施

は、養育者にとっても支援者にとっても双方に意

義があると言えよう。今後は、今回得た情報も踏

まえながら、日常の身近な子育て支援拠点として

センターの運営をさらに考えていきたい。 
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